
 

業務委託契約の基本と実務 
～民法改正・AI の登場を踏まえて～ 

 
先の見通せない時代の“リスクのアウトソーシング”に 必須の 

業務委託契約について分かりやすく解説します。 

 

総務・法務、監査等の各部門にご所属され、業務委託契約の実務にご関心のある方 

３２，４００円（本体価格 ３０，０００円） 

３５，６４０円（本体価格 ３３，０００円） 

長谷川俊明法律事務所  弁護士  長谷川 俊明 氏 

●日 時●２０１９年 ３月４日（月） １３：００～１７：００ 
 

●会 場●企業研究会セミナールーム（東京・麹町） 

 

業務委託契約の基本と実務 181862-0303 

（税込み、テキスト代含む） 

●ご参加頂きたい方● 

【講師略歴】1973年早稲田大学法学部卒業。1977年弁護士登録。1978年米国ワシントン大学法学修士 

課程終了。国土交通省東京航空局総合評価委員会委員長。渉外弁護士として、企業法務とともに国際 

金融取引や国際訴訟を扱い、その豊かな経験を踏まえた実践的な指導には定評がある。主な著書： 

『海外進出の法律実務』『国際ビジネス判例の見方と活用』『新会社法が求める内部統制とその開示  

第２版』『海外子会社のリスク管理と監査実務』（以上、中央経済社）、『紛争処理法務』『国際法務』 

（以上、税務経理協会）、『改訂版 条項対訳 英文契約リーディング』（第一法規）ほか多数。     

●開催要領● 

講 師 紹 介 

 

＊受講者特典：当日、テキストとして講師著『業務委託契約の基本と書式』 （共著、中央経済社）を配付します。 



● プログラム ● 
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１７：００ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開催にあたって】 
 
リスク管理の基本はリスクの分散にあります。第３次ＡＩブームが到来し、ビ

ジネス環境が激変しました。一方、民法も改正されました。「先の見通せないリス

クの時代」とされる今、ビジネス活動は、日々多種多様なリスクに見舞われてい

ます。そうした新たなリスクにも対応するのに必要となるのが“リスクのアウト

ソーシング”のための業務委託契約です。 

 そこで、今回は業務委託契約の基本を典型的な類型から比較的新しい類型まで、

各種の契約書を題材に解説していきます。 

 
 

１ 業務委託契約の機能 

 ⑴ 業務委託契約とは ⑵ 外部委託契約の類型 ⑶ 業務委託契約の種類 

 

２ 業務委託契約のトラブル事例の検証 

 ⑴ 廃棄カツ不正横流し事件 

 ⑵ 委託先，再委託先からの顧客・個人情報流出事件 

 ⑶ 廃棄したパソコンからの情報流出事故 

 ⑷ 産業廃棄物の不法投棄をした会社役員への株主代表訴訟 

 ⑸ システム開発委託契約のトラブル事例 

 

３ 業務委託契約の利用上のキーポイント 

 ⑴ 業務委託契約と民法改正 

 ⑵ マイナンバー制度の導入と個人データ処理などの外部委託 

 ⑶ 下請法と業務委託 

 ⑷ サプライチェーンマネジメントと業務委託 

 

４ 契約条項の文例に基づく解説 

 ⑴ 製造委託基本契約・OEM 取引基本契約 ⇒ポイントとなる条項 

 ⑵ システム開発委託契約 ⇒ポイントとなる条項 

 ⑶ 特定個人情報（マイナンバー）管理委託契約 ⇒ポイントとなる条項 

 ⑷ 匿名加工情報分析業務委託契約 ⇒ポイントとなる条項 

 ⑸ データ消去・廃棄委託契約 ⇒ポイントとなる条項 

 ⑹ 取締役会実効性評価業務委託契約 ⇒ポイントとなる条項 

 ⑺ 内部通報外部窓口業務委託契約 ⇒ポイントとなる条項 

 ⑻ その他の契約 

 

 


